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広報いいで 2009/07/093

手ノ子地区協議会 雁沢 部会と
がんざわ

松原地区保全協議会は、
“にぎわい”の原動力となるべく、
斬新な取り組みを続けている。
キーワードは、
「あるものを生かし」
「アイディアを出し」
「前向きに挑戦する」
先進事例として、両団体の
地域活性化への取り組みを紹介する

にぎわいの光◎地域の活性化を目指して

手ノ子地区をホタルの里に
淡い光が地域に活力を

水源のエネルギーを使って
ひときわ輝く地域づくりを

にぎわいの光
～地域の活性化を目指して～



広報いいで 2
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目次広報いいで
2009

7

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページ
の検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ
簡単に移動することができます。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。

左から達哉さん、海華ちゃん、
千佳さん

親子
髙橋  達  哉 さん（24歳）

た つ  や

 千  佳 さん（24歳）
ち か

 海  華 ちゃん（5カ月）
み か

白川在住

　達哉さんは、結婚を機に
小白川から白川の高橋家に
入りました。「若者の団結
力が中津川の魅力」と語る
達哉さん。地域の消防団や
行事などに参加し、仕事と
共に忙しい毎日です。「子
どもの顔と義父と飲むビー
ルが今の楽しみ」と話すそ
の横顔を千佳さんは優しい
まなざしで見つめます。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。



広報いいで 2009/07/095

町と県が共同で
行った雁沢川流路
と雁沢公園の整備
は、平成15年12月
に完成した。工事
は自然景観と生態
系の保全が重視さ
れた。場所は手ノ
子駅すぐそば。

あるものを生かす

雁沢川と雁沢公園

ミニコンサート、
売店、照明器具、
ホタル生態を写す
スクリーン上映な
どすべて部会員が
自前で準備。手ノ
子地区の夏を象徴
する大切なイベン
トとなった。

アイディアを出す

ホタル祭りを開催

毎年秋に、尾形部
会長がふ化させた
ホタルの幼虫を、
手ノ子小の児童た
ちが放流している。
子どもたちにとっ
ては、環境保護の
大切さを学ぶ機会
でもある

前向きに挑戦する

毎年幼虫を育て放流

にぎわいの光◎地域の活性化を目指して

2004年４月、手ノ子地区
協議会内に雁沢川および
雁沢公園の維持管理を担
う組織として設立。「ホタ
ルの棲む川」を目指し、雁
沢川を中心とした環境保
護にも活動範囲を広げて
いる。尾形松弘部会長の
もと８名の部会員で構成。

手ノ子地区協議会

雁沢部会

ホタル祭りを前に十分な打ち
合わせを行う部会の役員

雁沢公園内にあるため池。ホ
タルだけでなく多くの動植物
の安住の地となっている

祭りでは、部会員が売店を用
意。準備した焼きそばはあっ
という間に売り切れた

「夏に会おうね」と声をかけ
ながらホタルの幼虫を放流す
る子どもたち

年
々
に
ぎ
わ
う
ホ
タ
ル
祭
り　

　

た
そ
が
れ
ど
き
、
管
楽
器
の
音
色
が
辺
り

を
包
み
、
祭
り
の
ム
ー
ド
が
高
ま
る
。
コ
ン

サ
ー
ト
の
ゲ
ス
ト
は
地
元
を
中
心
に
活
動
す

る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
エ
ザ
ル
タ
ー
ト
」。
そ

の
音
色
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
地
区
内
外

か
ら
お
客
様
が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

　

六
月
二
十
七
日
の
夜
、
手
ノ
子
駅
の
す
ぐ

そ
ば
の
広
場
で
は
、
手
ノ
子
地
区
協
議
会
雁

沢
部
会
が
主
催
す
る
ホ
タ
ル
祭
り
が
開
か
れ

て
い
た
。
会
場
の
百
名
以
上
の
お
客
様
は
、

日
が
暮
れ
る
の
を
今
や
遅
し
と
待
っ
て
い
た
。

目
的
は
、
ホ
タ
ル
の
群
生
を
見
る
こ
と
。
手

ノ
子
地
区
雁
沢
部
会
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
披
露
す
る
場
面
で
も
あ
る
。

　

手
ノ
子
地
区
の
ホ
タ
ル
祭
り
は
、
平
成
十

九
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
年
で
三
回
目
の
ま

だ
若
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
ホ
タ
ル
の
数
は
増
え
、
見
る
者
に
感
動

を
与
え
、
祭
り
は
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て
い
る
。

そ
の
裏
に
は
「
ホ
タ
ル
の 
棲 
む
川
づ
く
り
」

す

を
目
指
す
雁
沢
部
会
の
皆
さ
ん
の
ひ
た
む
き

な
情
熱
と
努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

ホ
タ
ル
の
神
秘
的
な
生
態
に
感
動

　

も
と
も
と
雁
沢
部
会
は
、
地
区
を
縦
断
す

る
雁
沢
川
と
川
辺
に
あ
る
雁
沢
公
園
の
維
持

管
理
を
目
的
と
す
る
組
織
で
あ
る
。
し
か
し

平
成
十
六
年
四
月
の
設
立
後
間
も
な
く
し
て
、

当
時
の
地
区
協
議
会
長
だ
っ
た
井
上
俊
雄
さ

ん
か
ら
「
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に
も
努
め

て
欲
し
い
」
と
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。
時
を

同
じ
く
し
て
、
手
ノ
子
小
で
は
、
川
の
生
き

物
の
生
態
を
調
べ
る
環
境
学
習
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　

部
会
長
の
尾
形
松
弘
さ
ん
に
ひ
ら
め
い
た

の
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
う
川
の
姿
。「
ホ
タ
ル
が
棲
め

る
か
棲
め
な
い
か
は
、
環
境
問
題
に
直
結
す

る
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

思
い
立
っ
て
か
ら
の
行
動
は
早
か
っ
た
。

部
会
員
の
積
極
的
な
賛
同
を
得
て
、
尾
形
さ

ん
は
、
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る
環
境
に
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
文
献
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
集
め
、
研
究
を

始
め
た
。
平
成
十
七
年
に
は
、
部
会
員
と
と

も
に
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
繁
殖
に
成
功
し
て
い

る
先
進
地
を
視
察
。
同
年
の
夏
に
は
視
察
先

の
専
門
家
を
実
際
に
雁
沢
川
に
招
き
、
生
息

が
可
能
か
診
断
し
て
も
ら
っ
た
。
回
答
は

「
水
質
と
も
に
問
題
な
し
」。

　

次
に
、
尾
形
さ
ん
は
生
息
数
を
増
や
す
た

め
、
ホ
タ
ル
の
人
工
ふ
化
を
試
み
る
。
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
。
え
さ
と
な
る
小
さ
な
カ

ワ
ニ
ナ
を
集
め
る
の
に
も
苦
労
し
た
。
つ
い

に
卵
か
ら
の
ふ
化
に
成
功
。
小
さ
な
幼
虫
が

ホ
タ
ル
ら
し
く
、
水
槽
の
中
で
か
す
か
な
光

を
放
っ
た
と
き
、
尾
形
さ
ん
は
「
生
命
の
神

秘
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
た
」
と
そ

の
時
を
振
り
返
る
。
幼
虫
は
、
小
学
生
た
ち

の
手
で
雁
沢
川
に
放
流
さ
れ
た
。
や
が
て
幼

虫
は
地
中
で
土
ま
ゆ
と
な
る
。

　
「
ホ
タ
ル
が
地
上
に
這
い
上
が
っ
て
く
る

瞬
間
も
光
を
放
つ
の
で
す
。
そ
れ
も
ま
た
、

と
て
も
感
動
的
で
す
」

　

そ
う
語
る
尾
形
さ
ん
に
は
、
ホ
タ
ル
の
生

態
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
こ

と
、
見
せ
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
通
し
て
手
ノ
子
の
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

雁
沢
部
会
の
次
の
課
題
は
、
こ
の
活
動
を

若
い
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。
地
域
の
に
ぎ

わ
い
は
、
そ
こ
か
ら
本
当
に
始
ま
る
と
雁
沢

部
会
の
皆
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。尾形松弘部会長

OgataMatsuhiro

「ホタルといえば手ノ子と言
われるぐらにしていきたい」
と尾形部会長は語る



広報いいで 4

写真／６月26日午後９時、
雁沢公園にて撮影。無数
のホタルたちは入り乱れ、
空高く、そして水面近く
でと乱舞する。その数は
着実に増え、手ノ子地区
雁沢川はまさに「ホタル
の里」の名にふさわしい

手ノ子地区協議会雁沢部会
手ノ子地区をホタルの里に
淡い光が地域に活力を



広報いいで 2009/07/097

水車は、松原地区
の冨永勝太郎さん、
後藤正さん、山田
孝健さんによって
平成19年４月に
完成した。場所は、
松岡文殊尊の公園
下、めざみの里観
光物産館の東側駐
車場に隣接。

あるものを生かす

地元の有志が作った水車

水力発電を設置す
る目標を立て、昨
年７月に勉強会を
実施。水力発電の
普及に取り組む小
川健氏を招き、水
力発電の基礎的知
識を学ぶと共に設
置場所の選定など
を行った。

アイディアを出す

水力発電を作ろう

今年６月23日に
長井工業高校を訪
れ、取り付け予定
の小水力発電装置
の説明を受けた。
７月中旬には水車
に取り付け、試験
的に水車のライト
アップを行う予定
である。

前向きに挑戦する

長井工業高校とタイアップ

にぎわいの光◎地域の活性化を目指して

2007年３月、松原地区内
の農地・水・環境保全向上
対策事業の活動組織とし
て結成。地区全世帯と関
係団体で構成されている。
山口義雄会長のもと７名
の役員が中心となり、集
落の農地保全や機能向上
の活動に取り組んでいる

松原地区保全協議会

今年度からは、環境に配慮した
営農活動にも同組織は取り組む

写真は平成19年に完成した
ときのもの。カッパや水鳥の
人形も設置されている

松原地区保全協議会の役員が
参加。水力発電は、「水・技
術・人のやる気」がそろわな
ければならないと学ぶ

小水力発電の仕組みについて
説明を受ける役員。左端が長
井工業高校の渡部慶蔵校長、
右端が清野和敏教諭

水
力
発
電
で
環
境
保
全
向
上
を

　

昭
和
初
期
ま
で
、
松
原
地
区
は
、
米
沢
と

下
越
を
結
ぶ
越
後
米
沢
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
旅
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
土
地
柄
で
あ
る
。
英

国
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の『
日

本
奥
地
紀
行
』
に
も
そ
の
名
は
出
て
く
る
。

　

現
在
の
松
原
地
区
に
は
、
宿
場
町
と
し
て

の
役
割
は
な
い
も
の
の
、
活
気
を
求
め
る
精

神
は
、
今
も
失
っ
て
は
い
な
い
。

　

松
原
地
区
保
全
協
議
会
会
長
の
山
口
義
雄

さ
ん
は
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
と
し
て
国
・
町
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
支

援
金
を
、
地
区
の
活
性
化
に
生
か
せ
な
い
か

と
考
え
続
け
て
い
た
。
平
成
二
十
年
七
月
、

山
口
さ
ん
は
一
つ
の
新
聞
記
事
に
目
が
と
ま

る
。
水
力
発
電
の
普
及
に
取
り
組
む
新
庄
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

フ
ィ
ー
ル
ド　

東
北
支
部
（
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

21

東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
）
に
関
す
る
も

の
だ
っ
た
。
身
近
な
川
の
力
を
生
か
し
、
電

気
を
起
こ
す
。
そ
の
着
想
に
触
発
を
受
け
た
。

　

山
口
さ
ん
は
す
ぐ
さ
ま
組
織
の
役
員
に

「
環
境
保
全
活
動
と
し
て
、
水
力
発
電
を
設

置
し
た
い
」
と
提
案
。
笑
わ
れ
一
蹴
さ
れ
る

の
で
は
と
い
う
不
安
を
よ
そ
に
、
役
員
は
全

員
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛
成
し
て
く
れ
た
。

　

し
か
し
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
の
支
援
金
の
使
い
方
と
し
て
問
題
は

な
い
の
か
―
。
町
の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
「
農
村
環
境
に
寄
与
す
る
も
の
な

の
で
問
題
は
な
い
で
す
」
と
い
う
回
答
を
得

た
。
不
安
は
一
気
に
期
待
に
変
わ
っ
た
。

　

新
聞
記
事
に
出
会
っ
て
間
も
な
い
七
月
中

の
う
ち
に
、
役
員
は
、
水
力
発
電
の
勉
強
を

開
始
。
フ
ィ
ー
ル
ド　

東
北
支
部
代
表
の
小

21

川
健
氏
を
講
師
と
し
て
松
原
地
区
に
招
き
、

水
力
発
電
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
。
さ
ら

に
同
氏
に
同
行
を
願
い
、
水
力
発
電
を
設
置

す
る
候
補
地
を
見
て
歩
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
白

川
公
園
内
の
水
車
が
あ
っ
た
。
そ
の
回
転
の

力
を
生
か
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
に
ぎ
わ
い
を

　

次
は
技
術
の
提
供
先
を
探
し
た
。
つ
て
を

頼
る
う
ち
に
長
井
工
業
高
校
に
行
き
着
く
。

同
校
の
清
野
和
敏
教
諭
に
目
的
の
趣
旨
を
説

明
し
、
打
診
し
た
と
こ
ろ
快
諾
の
返
事
を
得

た
。
同
校
は
も
と
も
と
水
車
を
使
っ
た
発
電

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
や
「
長
井

工
業
生
よ
、
地
域
を
潤
す
源
流
と
な
れ
」
の

精
神
と
合
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

今
年
五
月
、
長
井
工
業
高
校
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
計
画
さ
れ
た
発
電
の
仕

組
み
は
こ
う
で
あ
る
。
日
中
、
水
車
の
中
心

部
に
取
り
付
け
ら
れ
た
発
電
装
置
が
電
気
を

作
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
溜
め
込
ま
れ
る
。
日

が
暮
れ
る
と
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
、
日
中
蓄

え
た
電
気
で
照
明
を
起
こ
す
と
い
う
も
の
。

照
明
器
具
に
は
省
電
力
の
L
E
D
（
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
）
が
使
わ
れ
る
。

　

完
成
の
目
標
は
、
七
月
二
十
四
日
。
そ
の

日
は
、
松
岡
文
殊
尊
の
夜
祭
り
が
あ
る
。
松

原
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
を
巻
き
込
み
、
子

ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
を
も
っ
て
、
水
力
発
電
の
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
地
区
に
は
大
き
な
落
差
を
持
つ
水
流
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
公
民
館
や
街
灯
の
電
気
に
利
用
し
た
い
と

い
う
の
が
、
私
の
最
終
的
な
目
標
で
す
」

　

そ
う
語
る
山
口
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
水
力

発
電
を
地
域
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
を
再
現
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
に

じ
ん
で
見
え
た
。

山口義雄会長
YamaguchiYoshio

「部落総会の中でも、地区の
皆さんから多くの賛同を得て、
それが活動の励みになってい
る」と山口会長は語る
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写真／松原地区の白川公
園内にある水車。湧き水
の力で水車は、冬場も凍
結することなく年中回り
続けている。雪国は特に
河川の水量が豊富なため、
水力発電の適地だという

松原地区保全協議会
水源のエネルギーを使って
ひときわ輝く地域づくりを
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消防関係表彰者

（敬称略）
興山形県知事表彰
【永年勤続退団者】
井上仁司／熊谷智彦／舟山徹
／遠藤忠一／渡部恵介／中善
寺正和／後藤泰美

【金条章】
第３分団第４部第２班

【特別功労章】
伊藤芳昭／長谷崎文男

【功労章】
遠藤幸一／小関貴典／渡部堅
一／髙橋力夫／大石利雄

【功績章】
髙橋正俊／横澤晃／井上浩良
／横山利美／伊藤忠

【精練章】
手塚栄作／横山直人／櫻井清
美／舟山純也／井上清幸／伊
藤勝昭

【家族功労者】
丸山きく子／伊藤やよい

【家族協力者】伊藤保太郎
【消防団活動貢献事業所】
有限会社中津川エフエフ
興飯豊町長表彰
【退団者感謝状】
佐藤正彦／長沼秀明／菊地浩
雄／二瓶勝幸／遠藤智行／伊
藤芳昭／伊藤和憲／後藤一宏
／伊藤勝昭／伊藤浩一郎
興日本消防協会長表彰
【功績章】後藤惠一郎
【精積章】横山清彦
【勤続章】
後藤惠一郎／髙橋信夫
興山形県消防協会長表彰
【竿頭綬】飯豊町消防団
【優良章】
鈴木春雄／手塚一重／鈴木直
記／梅津啓一／田辺寿之／田
中豊／安部一博／鈴木秀樹
興永年勤続章
（35年）岡田美樹雄

（30年）
丸山茂／伊藤芳昭／伊藤浩一
郎

（25年）
菊地正二／伊藤幸雄／大友雅
彦／安部数幸

（20年）
佐藤正彦／長沼秀明／屋嶋雅
一／鈴木泉／大石利雄／井上
清幸／菊地浩雄／横山利美

（15年）
横澤祐次／渡部信義／髙橋吉
彦／髙橋成樹／元木忠和／梅
津啓一／舟山善之／井上義一

興山形県消防協会西置賜支部長
表彰

【優良消防団】
第２分団第３部第２班

【優良消防団員】
伊藤貴広／髙橋美久／青木政
典／新野昭彦／多田野良一／
長沼隆／髙橋勝／菅野吉彦／
五十嵐政紀／前田誠／井上一
樹／井上雄二郎／安部学

【優良消防運転手】
長岡幸希／佐藤智浩／尾形隆

興飯豊町消防団長表彰
【優良章】
本間和宏／加藤恵梨／樋口康
紀／佐々木博孝／遠藤弘志／
熊谷忍／渡部健一／後藤昇平
／志田栄太郎／髙橋正彦／勝
見友和／遠藤克之／長沼央／
大河原良太／渡部智朗／佐藤
政義／髙橋弘司／丸山正人

繋消防団員は、早朝より会場に集合し内演習を実施。その
後も緊張を保ちながら、本番の消防演習に臨んだ　罫後
藤町長や来賓の観閲に対し、敬礼する中隊長。指先にまで
集中がみなぎる　茎消防飯豊分署職員による立体救助訓
練。連携の取れたチームワークと建物の壁を機敏に登る
姿に、観客からは大きな拍手と歓声が上がった　荊いい
で応急手当普及員による応急手当訓練。大規模な災害現
場では、消防署職員だけの救助では間に合わない。いち早
い応急手当が多くの人命を救うことになる　蛍新入団員
26名による各個訓練。きびきびと規律の取れた訓練を披
露　計町民総合センター「あ～す」周辺の公道を堂々と分
列行進。子どもたちからも熱い声援が送られた

退団者感謝状を後藤町長から手渡される
伊藤和憲さん（岩倉）

茎

荊

蛍

計
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飯豊町消防団、いざ集結。
消防演習で任務の決意を新たに。

　

六
月
七
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
～
す
」駐
車
場
を
会
場
に
、
町
消
防

演
習
が
行
わ
れ
た
。
消
防
団
員（
岡
田

美
樹
雄
団
長
）な
ど
約
三
百
名
が
参
加

し
、
後
藤
町
長
や
来
賓
が
見
守
る
中
、

各
種
訓
練
に
臨
み
、
消
防
団
と
消
防
飯

豊
分
署
の
組
織
力
と
装
備
を
披
露
し
た
。

　

団
員
は
、
午
前
六
時
半
か
ら
会
場
に

集
結
し
内
演
習
を
実
施
。
そ
の
後
、
午

前
八
時
五
十
分
か
ら
本
番
の
消
防
演
習

に
臨
ん
だ
。
消
防
演
習
の
目
的
は
、
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
災
害
に
備
え
た
消

防
力
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め

の
訓
練
と
し
て
、
▽
人
員
姿
勢
・
服
装

の
点
検
▽
各
個
訓
練
・
中
隊
訓
練
▽
消

防
操
法
訓
練
▽
救
助
訓
練
▽
応
急
手
当

訓
練
▽
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
▽
分
列
行
進

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
団
員
た
ち
は
、
緊

張
を
保
ち
な
が
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
機
敏

で
的
確
な
訓
練
を
披
露
し
、
来
賓
と
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
演
習
の
中
で
は
、
町
内
幼
児

施
設
の
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
東
山
少
年
少
女
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
会
場
を
一

層
盛
り
上
げ
た
。

　

最
後
に
町
長
か
ら
講
評
が
あ
り
「
町

内
で
の
火
災
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
町

民
の
防
火
意
識
の
高
揚
と
消
防
団
の
組

織
力
を
持
っ
て
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
団
員
に
呼
び
か
け
た
。

2009.6.7
飯豊町消防演習

　消防団員の任務は、町民の
生命と財産を守ること―。
　火災も自然災害もいつ、ど
こで発生するかわからない。
だからこそ、常日頃の心構え
と訓練を必要とする。
　消防演習は、町消防団の組
織力と装備を確認し、団員の
士気を高める大切な場である。

繋

罫
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いいでの夏
クールな
過ごし方

いいで天文台（萩生）

算料金
燕中学生以上／200円
燕小学生／150円
燕乳幼児／無料
※10人以上団体割引あり
算申込・問合せ先
役場教育文化課
生涯学習振興室
鼓72―2111内線160、162

６月21日、いいで天文台で行われた星空観察会の様子

今、世界中の人が 

夜空を見上げている

　今年は、1609年に
イタリアの科学者
ガリレオ・ガリレイ
が初めて望遠鏡を
夜空に向け、宇宙へ
の扉を開いてから
400年の節目の年。
　この記念の年を「世界天文年
2009」として、世界中の人々が星
空を見上げています。
　いいで天文台でもこの夏、天体
現象や子どもたちの夏休み期間に
合わせて特別公開を予定していま
す。ぜひご家族連れで天文台に遊
びに来てください。

７月22日 全国で日食現象 

天文台で観察会

　７月22日に、鹿児島県奄美大島・
屋久島などでは46年ぶりに皆既日
食が観測できます。本町では６割
ほど欠ける部分食となり、最大が
午前11時11分と予報されています。
　いいで天文台では、当日午前９
時から午後１時まで特別公開しま
す（無料）。係員が、観察用メガネ
を準備し、現象を分かりやすく解
説しますので、どうぞお越しくだ
さい。
宇注意／望遠鏡や双眼鏡での日食観察
は大変危険です。正しい方法で観察
しないと目を傷めたり、最悪の場合、
失明したりする危険性があります。

中部幼稚園
コメリ

郵便局

コンビニ

エルベ  セルカ

中部地区公民館

今年は世界天文年
日食の観測に挑戦してみよう！

烏昼間（14：00～16：00）
― 太陽、金星などの観察 ―
７月26日裳、８月12日詔、８月26日詔

烏昼間（９：00～13：00）
― 日食の観察 ―
７月22日詔

★夜間（19：00～20：30）
― 星座、月、惑星、星雲・星団の観察 ―
７月18日賞、７月25日賞、７月26日裳、
８月15日賞、８月22日賞、８月29日賞
 スターウィーク夏休み特別公開 
◎昼間（14：00～16：00）
８月２日掌

◎夜間（19：00～20：30）
８月１日松から８月７日晶の１週間は
連日公開します。

※いずれも晴れ間のあるときのみの公開
となります。上記の公開日以外でも予
約申し込みで天文台を利用できます。

７・８月の公開日

いいで天文台ドー
ム内の天体望遠鏡
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町民プール
×

いいで天文台

暑い夏到来！

お勧めは、涼しくて楽しい町民プー

ルといいで天文台。

昼はプールで体を動かし、

夜は星空をゆっくりと眺めて過ごす。

飯豊町だからできる

 贅  沢 な夏の過ごし方です。
ぜい たく

町民プール（小白川）

算料金／無料
算申込・問合せ先
燕町民プール
鼓72―3581

燕役場教育文化課
生涯学習振興室
鼓72―2111内線160、162

２年前に完成したばかりの真新しい町民プール

安全で快適に

水泳を楽しむ環境を提供

　町民プールは、利用者が安全で
快適に泳ぎを楽しめる環境となっ
ています。プールサイドは肌さわ
りの良いノンスリップセラミック
タイル張り。周囲には強化ガラス
を立て安全対策を施していますが、
明るく開放的な空間を維持してい
ます。
　なお、町民プー
ルは学校利用と一
般利用の併用方式
のため、通常は学
校利用が優先され
ますのでご了承く
ださい。

幅広い年齢層の方が 

気軽に利用できるプール

　施設は、監視員室、更衣室、シャ
ワー室、メインプールとサブプー
ルからなっています。さらにプー
ルにはスロープを設け、子どもか
ら高齢者まで幅広い年齢層の方が
利用できる設計となっています。
産メインプール
煙25ｍ×17ｍ（８コース）
煙水深90cm～110cm
煙身体障がい者用スロープ付き
※安全対策上、入水には年齢制限な
どを設けています。

産サブプール
煙12ｍ×６ｍ（８コース）
煙水深60cm～65cm

無料で利用できるから
夏の体力づくりにぴったり

　オープン期間は、８月30日掌までです。
なお、８月13日昭・14日晶の２日間は休
業となりますのでご了承ください。
①通常／夏休み以外の期間

焔平日
 学校利用 　  ８：30～15：30
 一般開放 　 15：30～18：00

焔土・日曜日
 一般開放 　  ８：30～18：00
②夏休み期間／7月25日松～8月19日昌

焔平日
 学校・一般   ８：30～18：00
焔土・日曜日
 一般開放 　  ８：30～18：00

※天候、日没時間、気温、水温などで開
業日や開業時間が変更になる場合があ
ります６月16日、第二小全校

生が初泳ぎを楽しんだ

プールの利用形態

公園
至
手
ノ
子

第二小

精肉店

薬局

本長寺
至飯豊中・役場

至
萩
生
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め
ざ
み
の
里
川
柳
大
会
は
、

六
月
七
日
、
中
部
地
区
公
民

館
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

愛
好
家
九
十
六
名
が
参
加
し
、

川
柳
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

大
会
の
課
題
に
は
、
当
日

会
場
で
発
表
さ
れ
る
席
題
・
・

が

あ
り
、
後
藤
町
長
か
ら
「
に

ぎ
わ
い
」
で
出
題
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
選
ば
れ

た
上
位
入
選
の
句
を
紹
介
し

ま
す
。

第16回めざみの里

川柳大会 

NEWS まちの話題

◆西置賜地区小学校陸上競技選手
権大会
鴨男子ソフトボール投げ
第１位／渡部翼
鴨男子走り高跳び
第２位／舟山響
鴨女子80ｍハードル
第３位／舟山莉央
鴨４年女子100ｍ
第３位／今野瑞帆
◆西置賜地区中学校総合体育大会
鴨団体
第２位／卓球男子

第２位／柔道男子
第３位／バレーボール女子
第３位／水泳男子

鴨個人
【第１位】
小松雄太／柔道男子60㎏級
（県大会出場）
鈴木丈司／水泳男子100ｍ平泳
（県大会出場）
【第２位】
伊藤光希／柔道男子60㎏級
鈴木丈司／水泳男子50ｍ自由
（県大会出場）
高石湧人／水泳男子200ｍ個人
メドレー（県大会出場）
八島知美／水泳女子100ｍ平泳
（県大会出場）
【第３位】
熊谷夏生／柔道50㎏級

舟山祐司／柔道男子60㎏級
長岡宏樹／柔道男子66㎏級
八島知美／水泳女子200ｍ個人

メドレー
※上記はすべて飯豊中
◆町総合体育大会ソフトボール大会
【男子】
陰椿  隠中  韻手ノ子  韻萩生

鴨最優秀選手／齋藤祐一（椿）
鴨優秀選手／長岡新二（中）
【女子】
陰椿  隠手ノ子  韻萩生

鴨最優秀選手／齋藤由美子（椿）
鴨優秀選手／髙橋昌子（手ノ子）

町
民
が
主
役
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

飯
豊
町　

手
塚
千

手
塚
千
友友

大
に
ぎ
わ
い
地
産
地
消
の
道
の
駅

山
形
市　

遠
藤
み
ゆ
き

ア
イ
デ
ア
を
募
り
に
ぎ
わ
う
ま
ち
興
し

飯
豊
町　

手
塚
千
友

休
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飯
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中
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海

席
題
「
に
ぎ
わ
い
」（
町
長
出
題
）

上
位
入
選
句

写真／にぎわい再現プロジェクト委員会の会議風景。
まさしく町民が主役となってまちづくりの推進を図る

６月28日、炎
天下の中、白
熱した試合と
なった町ソフ
トボール大会
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News町の話題

後藤町長に最優秀賞の報告をする味田美代子さん。これからも子ども
たちの健康のために安全・安心なお菓子を作りたいと語る

　６月９日、白鷹町で開かれた山形県商工会女性部主張発
表県大会で、味田美代子さんが「驚くべきお米パワーの発
見」と題して発表し、見事、最優秀賞（県知事賞）に輝き
ました。
　味田さんは、菓子店を営む中で、町内産の玄米を使った
栄養価値の高いお菓子を作り、幼児施設のおやつとして提
供していることなどを発表。地域に密着した先駆的な活動
と堂々とした発表が高く評価されての受賞でした。
　味田さんは「まさかの受賞でした。女性部の仲間や商工
会の皆さんの応援のおかげだと感謝しています」と受賞の
喜びを語ってくださいました。報告を受けた後藤町長は
「玄米のお菓子が町の新たな特産品となることを期待して
います。７月９日にある北海道・東北大会での健闘を祈っ
ています」と味田さんの活躍を称えました。

 味  田  美  代  子 さん（椿）
み た み よ こ

山形県商工会女性部連合会主張発表県知事賞

表彰状を手にする渡部良範さん（写真中央）。右は、小林正宣産業経済
部長、左は片倉光雄森林整備課長

　渡部良範さんは、長年の製炭業に取り組んできた功績が
認められ、日本特用林産振興会から特用林産功労賞を受賞
しました。
　この賞は、森林資源を生かした特産物の生産・経営技術
の発展に寄与した方に贈られるものです。渡部さんは、昭
和46年から萩生地内の炭焼き団地に最初に炭焼き窯を設
置し、その後は町内屈指の木炭生産者として、白炭の生産
量と品質の向上に努めてきました（広報いいで平成21年3
月12日号を参考ください）。
　表彰状は、６月10日、置賜総合支庁（米沢市）で小林正
宣産業経済部長からの伝達で渡部さんに手渡されました。
渡部さんは「この表彰を機に、より一層飯豊町産の白炭が
全国の多くの方に愛用されるように品質を高めていきたい
です」と表彰の感想を語ってくださいました。

 渡  部  良  範 さん（萩生）
わた なべ よし のり

日本特用林産振興会特用林産功労賞受賞

後藤町長と握手を交わす新野さん。夢と信念を胸に、新野さんは今も
ラオスの人たちのために汗を流している

　６月17日、新野真理子さんが後藤町長を表敬訪問し、海
外青年協力隊として東南アジアのラオスに2年間赴任する
ことを報告しました。
　新野さんは同月22日からラオスへ出発。現地ではボラ
ンティアの看護師として、看護技術の改善、健康教育、地
域保健の改善・病気予防などの活動にあたっています。
　新野さんは「看護師の経験を生かし、海外で貧困に苦し
む人たちの役に立ちたいという夢があったので、海外青年
協力隊に応募しました。健康は世界共通の願いだと思って
います。家族は心配していますが、精一杯がんばります」
と決意を語ってくださいました。
　それに対し町長は「体調に十分気を付けてください。帰
国後は、町に戻って貴重な経験を生かしていただけたらと
思います」と新野さんの活躍に期待を述べました。

 新  野  真  理  子 さん（添川）
にい の ま り こ

海外青年協力隊としてボランティア活動
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やまがた花回廊キャンペーン
「ゆり花ウォーク」  　（JR椿駅）

　６月24日、町民総合センター「あ～す」で、町内の
食品営業者を対象に食品衛生講習会が行われました。
食中毒が多発する時期を迎え、衛生管理の強化を図
ろうと長井地区食品衛生協会飯豊支部が企画。約40
名が参加し、衛生状態を検査するための検体の提出
や置賜保健所職員による衛生管理の講習を受けまし
た。参加者は、食中毒の原因となる細菌やウイルス
を発生させないための対策などについて学びました。

お客様へ安全・安心な食品を

　６月９日、飯豊中１年生の生徒66名が、学校前の空き地
を利用し、ひまわりの種まきを行いました。ひまわりを育
てることで環境保護について学ぶことが目的です。「ふる
さと飯豊発見隊」代表の髙橋勝さん（添川）が講師を務め、
同隊が取り組んでいる環境保護活動の説明がなされた後、
生徒たちは髙橋さんの指導を受けながら種を空き地いっぱ
いにまきました。ひまわりは８月上旬から中旬ごろに咲き、
さらにその花から種を集め、油を採取する予定です。

ひまわりを育て環境保護を学ぶ

　６月21日、どんでん平ゆり園で、いいで黒べこ祭り
が開かれました。町内外から約600人のお客様が来
場。今年は、小白川の五十嵐國太郎さんが生産した
最高級の飯豊産米沢牛が振る舞われました。岩手県
から家族でお越しになった会社員 宅  萬 義博さんは「本

たく ま

場の米沢牛を味わってみようと、初めてこの祭りに
参加しました。柔らかく、肉の旨みがしっかりして
いておいしいです」と感想を話してくださいました。

町へ呼び寄せる名産品の力

６
　27

子育て研修会「親子でヒップ
ホップダンス」　　　 （あ～す）

６
　27

フェット・ド・ラ・ミュージック
（どんでん平ゆり園）

６
　21

News 町の話題

町内食品営業者食品衛生講習会第21回いいで黒べこ祭り

飯豊中１年生によるひまわり活動
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　６月２日、全小中学校で町内産アスパラガスを
使ったメニューが給食でふるまわれました。町アス
パラガス栽培出荷組合（加藤富夫組合長・添川）が、
子どもたちに地元の農産物を味わってもらおうとア
スパラ９㌔を無償で提供。アスパラは「アスパラと
ほうれん草のミモザソテー」に調理され、子どもた
ちは「甘くておいしい」「とっても歯応えがる」など
と話しながらおいしそうにほおばっていました。

大地の恵を噛みしめて

　６月20日と21日にかけ、本町を主会場に「越後米沢街道・
十三峠にぎわい再びフォーラム」が開かれました。越後米沢
街道（十三峠）が「日本風景街道」に登録されたことを記念
し、越後米沢街道十三峠交流会と手ノ子地区協議会が企画
したものです。フォーラムでは、風景街道に関する講演や
構成団体の事例報告、「 越  後  瞽  女  唄 」の公演、宇津峠の散策

えち ご ご ぜ うた

などがあり、参加者はいにしえの街道に思いをはせました。

置賜と下越を結ぶ歴史の道に学ぶ

　６月23日、西部地区公民館で、手ノ子幼稚園児と
地元の女性で構成するさわやかクラブとの交流会が
ありました。同クラブのメンバー16名が先生とな
り、園児20名と「つの巻き」を作りました。さわや
かクラブが手作りで用意したゆべし150個を、園児
は手ほどきを受けながら笹の葉２枚を使って丁寧に
巻いていました。最後に、出来上がったつの巻きを
みんなで食べてさらに交流を深めました。

園児が郷土料理に挑戦！

町内産アスパラガスを学校給食に提供西部地区さわやかクラブと手ノ子幼稚園交流会

越後米沢街道・十三峠にぎわい再びフォーラム
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Child & Book 子育てと図書

子育て

FILE
フ ァ イ ル

●役場教育文化課子育て支援室
志 ７２―２１１１内線160、163

●こどもみらい館
志72―3336  

●開館時間　　午前９時～午後６時（６月～10月）
※土・日曜日は午前９時～午後５時まで

●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●臨時休館日　７月11日松・12日掌
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

今月のおすすめ図書

「農家が教える加工・保存・貯蔵の知
恵～野菜･山菜･果物を長く楽しむ」
農文協／編　
農山漁村文化協会

干し柿・干しりんごなどの乾燥保存
から、凍み大根・凍み豆腐といった
寒ざらし、雪室・土室での貯蔵、ふ
りかけ・びん詰めなどの加工まで、
野菜や果物の保存法・貯蔵法に関す
る古今東西の知恵を紹介。

一般図書

「みちのく忠臣蔵」
梶よう子／著　文藝春秋

旗本の嫡男・神木光一郎は、盛岡出
身の剣豪・相馬大作と親交を深める
うち、大藩の存亡にかかわる真実を
知ることとなるが･･･。主への忠義
と己の信義を貫く武士の姿を描く。

一般図書

児童図書

「いのちをいただく」
内田美智子／文　諸江和美／絵
西日本新聞社

私たちは食べ物を食べて生きている。
人が生きるということは、命をいた
だくこと。殺すこと…。食肉加工セ
ンターに勤める人の話をもとに、食
べ物のありがたみや感謝して食べる
ことの意味を説く。

児童図書

「やいたやいた」
まどかななみ／作　
みやにしたつや／絵　鈴木出版

ステーキ、おもち、クリームパン、
さんま、はまぐり…。子どもたちの
大好きな食べ物をそれぞれ焼いて、
色や形、焼ける音を楽しもう。最後
にひりひり焼けたのは？

（７月・８月の日程）

７月15日我 10：30～　おはなし広場
　　21日峨 10：30～　あそびの広場
　　24日画 10：00～   タッチケア

　　30日牙 10：30～   かんがるー広場
８月１日臥 10：30～　ブックスタート広場

　　４日峨 10：30～　あそびの広場
　お問い合わせは子どもみらい館まで　

対象／0歳児、持ち物／バスタオル・着替え・おむつ

対象／平成21年２月生まれ
内容／４カ月を迎えたお子様へ絵本をプレゼント

　初めて枕元でお話したのは「桃太郎」でした。絵
本なしでもわかるあらすじ。自分なりの演出で話
して聞かせていました。まだ幼い娘は、ストー
リーそのものよりも「どんぶらこっこ、どんぶら
こっこ」の響きを面白がり、 私  流 の「桃太郎」を

わたし りゅう

毎晩のようにねだりました。
　絵本を手に取るようになっても、娘は私が語る
昔話を好みました。やがてネタは尽きてしまい、
苦肉の策で、娘の名前を登場させた下手な作り話
を…。意外にも、娘はそれをくすくすと笑い、す
ごく喜びました。二度と同じくは語れない、そし
て私と娘だけしか知らない秘密の物語です。
　娘は成人して母親となり、かつてのようにわが
子に話している姿を見ると、あの秘密の物語を覚
えているかしらと、あのころを思い出すのでした。

episode

「私と娘だけの物語」

時には絵本にないお話だって
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連　載
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キ
ラ
ン
、

食
虫
植
物
の
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
の
群
生
な
ど
、

貴
重
な
動
植
物
の
観
察
を
通
し
な
が
ら
、
自

然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
国
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
が
書
き
残
し
て
い
る
手
ノ
子
宿
通
過

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
子
ど
も
た
ち
が
劇
化
し
、

地
域
の
方
々
に
発
表
し
ま
し
た
。
バ
ー
ド
が

当
時
の
人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
た
場
面
を

し
っ
か
り
と
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
稚
ア
ユ
の
白
川
放
流
、
ホ

タ
ル
幼
虫
の
雁
沢
川
放
流
、
手
ノ
子
ス
キ
ー

場
で
の
星
空
観
察
な
ど
、
生
活
の
舞
台
で
あ

る
手
ノ
子
・
高
峰
を
学
習
の
中
心
に
据
え
、

生
き
て
働
く
学
習
を
展
開
中
で
す
。

  
こ
の
よ
う
に
、
手
ノ
子
・
高
峰
の
人
々
や
豊

か
な
自
然
、
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

通
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育

成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

「手ノ子・高峰が大好き！」

手ノ子小学校　髙井耕次校長

たかい・こうじ
1954年５月、長井市生まれ。
第一小学校教頭、川西町東
沢小校長を経て08年４月よ
り当校に着任。趣味は歴史
と自然探訪。教育者として
のモットーは「実績を示し
て信頼を得る」。確かな教
育実践を通して、地域に信
頼される学校づくりを目指
している。長井市在住

Profile

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
や
っ
と
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
っ
た
。山
形
市
七
日
町
に
屋

台
村
が
出
来
た
と
い
う
。「
ほ
っ
と
な
る
横

丁
」と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
こ
に
は
、焼
き
鳥

や
鉄
板
焼
き
な
ど
の
屋
台
が
な
ら
ぶ
。芳

ば
し
い
煙
に
つ
い
誘
い
込
ま
れ
る
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
十
七
店
の
公
募
に
五
店
で
の
さ

び
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

七
日
町
と
い
え
ば
山
形
の
中
心
市
街
地

だ
。こ
の
界
隈
で
も
空
き
家
が
目
立
ち
人

通
り
は
年
々
減
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

危
機
感
を
感
じ
た
有
志
で
街
の
に
ぎ
わ
い

を
再
現
し
よ
う
と
企
画
し
た
。開
店
式
で

は
山
形
市
長
も
祝
辞
を
述
べ
た
と
い
う
か

ら
市
も
必
死
な
の
だ
ろ
う
。

　

街
中
で
さ
え
こ
ん
な
世
相
で
あ
る
。あ

ら
た
め
て
わ
が
町
飯
豊
の「
に
ぎ
わ
い
再

現
」を
考
え
る
と
、こ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
、と
の
思
い
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。

　
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
す
」そ

れ
は
何
度
も
語
り
継
が
れ
て
き
た
国
の
総

合
計
画
の
中
心
課
題
だ
っ
た
は
ず
だ
。し

か
し
い
つ
の
間
に
か
、国
際
的
な
大
競
争

の
時
代
に
勝
ち
抜
く
に
は「
強
く
」な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と「
大
都
市
一
極
集
中
」

や「
選
択
と
集
中
」が
合
言
葉
に
な
っ
て
コ

ス
ト
や
金
銭
的
利
益
の
競
争
に
歯
止
め
が

効
か
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

　

街
へ
都
市
へ
と
草
木
も
な
び
い
て
、村

が
に
ぎ
わ
う
の
は
お
盆
と
お
祭
り
と
消
防

の
と
き
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
の
か
。そ
れ
で
は
困
る
の
で
あ
る
。水
も

電
気
も
空
気
も
食
料
も
木
材
も
畳
も
布
団

も
紙
も
え
ん
ぴ
つ
も
、原
料
は
す
べ
て
農

村
で
作
ら
れ
る
。文
化
は
農
が
源
、そ
の
原

点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。基
本
を
忘
れ

て
活
力
を
失
っ
た
社
会
の
例
は
世
界
史
に

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
の
だ
。

　

い
ま
こ
そ
農
村
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
し

よ
う
。お
そ
ら
く「
ほ
っ
と
な
る
横
丁
」が

大
繁
盛
す
る
に
は
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
小

さ
な
村
か
ら
大
き
な
街
へ
人
を
集
め
よ
う

と
す
る
手
法
で
は
な
く
、そ
れ
と
は
逆
に

流
出
し
た
人
々
を
呼
び
戻
す
手
法
、街
か

ら
村
へ
還
流
さ
せ
る
気
概
が
あ
る
か
ど
う

か
が
成
否
の
分
か
れ
道
に
な
ろ
う
。

　

飯
豊
の
に
ぎ
わ
い
再
現
は
ハ
ン
デ
ィ
を

 
梃  
子 
に
し
て
村
の
人
々
の
心
に
希
望
の
明

て 

こ

か
り
を
灯
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。「
障
壁

を
力
に
変
え
る
」そ
れ
が
大
事
だ
。

鋸

Essay 連載エッセー

沼ノ口湿原で自然観察をする児童たち
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Ecology環境問題

　６月21日の夜、農家レストランエルベの庭園を会
場に「キャンドルナイト 2009 inいいで」が行われた。
当日、全国各地で一斉に開かれたライトダウンキャン
ペーンに町も参加したものである。目的は、電気を消
灯し、キャンドルの炎の明かりの中で、地球温暖化に
ついて考えてみること―。
　会場に準備されたキャンドルは約1,500個。そのす
べては学校給食共同調理場から出た廃食油を原料に作
られたエコキャンドルである。
　各地区公民館と学校の呼びかけによって、約100名
の子どもたちと大人の方々がキャンドルづくり応援隊
として参加してくださった。一つひとつが地球環境へ
の思いを込めて丁寧に作り上げられた。また、子ども

たちは、会場に見に来てくださるお客様に喜んでもらさるお客様に喜んでもら
おうと様々な色を組み合わせて鮮やかなキャンドルを鮮やかなキャンドルを
作ってみせた。
　その夜、会場には親子など約80人が足を運び、庭園
いっぱいに飾られたキャンドルの明かりによる幻想的
な雰囲気を楽しんだ。また、星空観察会も開かれ、参
加者は地上と宇宙からと、かけがえのない地球につい
て考える機会となった。

本町もライトダウンキャンペーンに参加

地球温暖化について考えた夜

写真／農家レストランエルベに飾られたキャンドルとキャンドル・タワー。
枠内はキャンドル作りをする子どもたちの表情
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Welfare 福 祉

暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　
「
見
守
り
支
援
」
は
、「
何
か
あ
っ
た
と

き
の
不
安
」
や
「
悩
み
ご
と
」「
頼
れ
る
人

が
い
な
い
」
と
い
う
孤
独
感
の
解
消
を
図

り
、
高
齢
者
の
詐
欺
事
件
被
害
や
孤
立
死

な
ど
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
「
買
い
物
支
援
」に
つ

い
て
は
、
外
に
出
る
こ

と
が
難
し
く
、
日
常
の

買
物
が
で
き
な
い
場
合

に
お
い
て
、
食
料
品
や

日
用
品
の
調
達
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

事
業
を
展
開
す
る
た
め
に

　

安
心
生
活
創
造
事
業
に
つ
い
て
は
次
の

こ
と
を
ま
ず
始
め
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

虚
「
見
守
り
支
援
」・「
買
い
物
支
援
」
を

必
要
と
す
る
人
々
と
そ
の
必
要
性
を
調

査
許
「
見
守
り
支
援
」・「
買
い
物
支
援
」
を

必
要
と
す
る
人
が
も
れ
な
く
カ
バ
ー
で

き
る
体
制
を
整
備

　

町
で
は
七
月
中
に
安
心
生
活
創
造
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
と
密
接
に
関
わ
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
業

の
進
行
状
況
や
決
定
事
項
な
ど
を
随
時
、

町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

データ／山形県健康福祉部長寿社会課「平成２1年目で見る
高齢化マップ」および町地域包括支援センター調べによる

高
齢
者
の
生
活
基
盤
支
援

7.8％
73男

単身高齢者世帯
116女

1.5％37高齢者のみ世帯

6.5％152高齢者のみ夫婦世帯

※高齢者を65歳以上と定義
※商じた全世帯数は、平成21年４月30日現在の
2,401世帯

町内の高齢者世帯の内訳と割合
平成21年５月12日現在

38.1％飯豊町

29.9％米沢市

34.4％長井市

33.1％南陽市

32.6％高畠町

37.3％川西町

39.5％小国町

37.9％白鷹町

将来の高齢化率
平成32年（2020年）

平成21年４月１日現在

町の人口分布表

生活基盤支援のイメージ図

◆
問
合
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
健
康
福
祉
課
内
）

緯
八
六
―

二
二
三
三
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Welfare福 祉

増
え
る
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

　

町
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
、

高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
、

高
齢
夫
婦
世
帯
が
約
三
百
八
十
世
帯
あ
り
、

全
世
帯
の
お
よ
そ
一
六
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。
町
は
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
数
は
今
後
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
町
で
ず
っ
と
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
ん
な
社
会
の
仕

組
み
が
必
要
な
の
か
、
住
民
が
主
体
と
な

り
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

本
町
が
地
域
福
祉
推
進
市
町
村
に

　
「
地
域
福
祉
推
進
市
町
村
」
と
は
、
町
と

国
の
協
働
に
よ
っ
て
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
や
新
し
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
先
進
的
に

行
う
自
治
体
を
言
い
ま
す
。
今
回
、
国
の

選
考
に
よ
っ
て
、
全
国
約
五
十
市
町
村
の

う
ち
の
一
つ
に
本
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
か
ら
の
事
業
費
の
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
町
の
現
状
に
合
っ
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
全
国
に
先

駆
け
て
一
歩
先
を
行
く
地
域
福
祉
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

安
心
生
活
創
造
事
業
を
実
施

　

町
が
地
域
福
祉
推
進
市
町
村
に
選
ば
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ

る
『
安
心
生
活
創
造
事
業
』
を
今
後
三
年

間
（
平
成
二
十
一
年
度
～
平
成
二
十
三
年

度
）、
国
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

安
心
生
活
創
造
事
業

の
目
的
は
、
一
人
暮
ら

し
世
帯
な
ど
へ
の
生
活

基
盤
支
援
で
す
。
特
に

「
見
守
り
支
援
」
と
「
買

い
物
支
援
」
を
主
体
と

し
、
地
域
で
安
心
し
て

データで見る

町の高齢社会

　

急
速
に
高
齢
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
増
え
続

け
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
。
町
は
地
区
や
各
種
団
体
と
協
力
し
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
社
会
の
仕
組
み
づ

く
り
に
着
手
し
ま
す
。

31.8％飯豊町

25.0％米沢市

28.8％長井市

27.5％南陽市

26.3％高畠町

30.6％川西町

33.1％小国町

30.7％白鷹町

平成20年10月１日現在

高齢化率

6.9％飯豊町

9.7％米沢市

9.5％長井市

9.6％南陽市

5.9％高畠町

7.2％川西町

9.9％小国町

6.8％白鷹町

平成20年４月１日現在

一人暮らし高齢者

2.1％飯豊町

2.3％米沢市

3.3％長井市

3.0％南陽市

3.0％高畠町

3.8％川西町

2.5％小国町

3.7％白鷹町

平成20年４月１日現在

寝たきり高齢者

地 域 福 祉 推 進

高齢社会を

見据えて

住み慣れたこの町で

ずっと安心して暮らすために

安心生活創造事業を開始

町ではすでに３人に１人が
高齢者。さらに10年後には
最も人口が多い55歳～59
歳代が高齢者となります。
今後の社会の在り方を今か
ら考えなければなりません。

高
齢
者
に
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
何
が
必
要
か
…

必
要
か
…



広報いいで 2009/07/0923

Pension 年 金

最低25年の受給資格期間 
未納で資格を失うことも

　老齢基礎年金は、公的年金制度
（国民年金・厚生年金・共済年金）に
加入して、最低25年の受給資格期
間を満たした人が65歳から支給さ
れます。また、老齢厚生年金は、老
齢基礎年金の受給資格期間（25年）
を満たしてないと支給されません。
　つまり、厚生年金を10年間納め

ても、国民年金を30年間未納する
と、せっかく納めた厚生年金の10
年分は無駄になってしまいます。

そこで免除制度を

　経済的理由により保険料を納め
ることができないときは、申請し
て承認されると、保険料を納める
ことが免除される制度があります。
国民年金の保険料が免除された期

間は、老齢基礎年金の受給資格期
間に算入されます。受給額にも反
映します。
　免除は、役場住民税務課住民室
で受け付けています。今年度分の
申請は７月からです。なお、昨年度
の申請は、今月末が期限となって
います。承認されれば、昨年の７月
分までさかのぼって免除となりま
すので、お早めにご相談ください。

ずっと安心して暮らしたいから
未納のままにはしたくない

追納期間障害・遺族基礎年金
を受けるときの期間老齢基礎年金の反映受給資格期間納付額

算入満額の年金額算入14,660円定額納付

10年以内
保険料納付期間
と同じ

年金額に２分の１が反映
※Ｈ20年度までは３分の１

算入される

0円全額免除

免　

除

年金額に８分の５が反映
※Ｈ20年度までは２分の１3,670円４分の１納付

（４分の３免除）

年金額に４分の３が反映
※Ｈ20年度までは３分の２7,330円半額納付

（半額免除）

年金額に８分の７が反映
※Ｈ20年度までは６分の５10,100円４分の３納付

（４分の１免除）

年金額には反映しない0円若年者猶予

年金額には反映しない0円学生特例
２年以内期間に入らない年金額には反映しない算入されない0円未　　納

全額納付・免除・猶予・特例期間と未納期間の比較表

【申請・問合せ先】
役場住民税務課住民室

緯72―2111
内線120、123、127

国民年金
保険料免除制度

①学生納付特例制度／学生の方
　20歳以上の学生の方で本人の所得が一定額以
下の場合に、保険料を納めることが猶予されま
す。承認期間は１年間で、申請は毎年必要です。
②若年者納付猶予制度／30歳未満の方
　本人および配偶者の所得がそれぞれ基準額以
下の場合は、保険料の納付が猶予されます。所
得基準は、全額免除と同じです。

学生・若者を対象とした 猶  予 制度
ゆう よ

　所得に応じて「全額免除」、「４分の１納付（４
分の３免除）」、「半額納付（半額免除）」、「４分
の３納付（４分の１免除）」があります。
　ただし、「申請者本人」と「申請者の配偶者」、
「世帯主」のいずれもが前年所得などの定めら
れた基準に該当することが必要です。そのほか、
失業などにより承認される場合があります。

所得が少ない方を対象とした免除制度
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◆自己負担限度額（月額）
１食あたりの食事代自己負担限度額所得区分

210円
（過去１年の入院期間が90日以下）

24,600円低所得者Ⅱ
160円

（過去１年の入院期間が91日以上）

100円15,000円低所得者Ⅰ

【申請・問合せ先】
役場住民税務課

住民室
緯72―2111

内線122、124、127

Medical Bill医療費

　

七
十
歳
未
満
の
方
が
入
院

し
た
と
き
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
一
医
療
機
関

で
の
窓
口
支
払
い
が
、
下
表

の
自
己
負
担
額
ま
で
に
な
り

ま
す
。
入
院
前
ま
た
は
入
院

後
は
お
早
め
に
役
場
住
民
税

務
課
住
民
室
で
申
請
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
す
で
に
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
お
手
持
ち

の
認
定
証
の
有
効
期
限
が
七

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
必
要
な
方
は
、

八
月
中
に
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
被
保

険
者
全
員
が
、
長
寿
医
療
保
険

の
場
合
は
世
帯
の
全
員
が
、
住

民
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

◆自己負担限度額（月額）
１食あたりの食事代４回目以降（※２）３回目まで所得区分

260円
44,400円80,100円 +  医療費が267,000円

を超えた場合は、超えた分の1％一　般

83,400円150,000円 +  医療費が500,000
円を超えた場合は、超えた分の1％

上位所得者
（※１）

210円
（過去１年の入院期間が90日以下）

24,600円35,400円住民税非課税
世帯（※３） 160円

（過去１年の入院期間が91日以上）

※１　基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯
※２　過去12カ月間に、１つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合
※３　同一世帯の世帯主と被保険者全員が住民税非課税の世帯

　

七
十
歳
以
上
で
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る 
方 ※

は
、
認
定
証
を
病
院
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

時
の
一
部
負
担
金
と
食
事
代

が
下
表
の
通
り
減
額
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、

電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
役
場
住
民
税
務
課
住

民
室
で
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、
お
手
持
ち

の
認
定
証
の
有
効
期
限
が
七

月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
必
要
な
方
は
、

八
月
中
に
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平

成
二
十
年
中
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
交
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
認
定
書
の
申
請
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
後
日
、
高
額
療
養
費

支
給
の
申
請
を
し
ま
す
と
差
額

が
戻
り
ま
す
。

猿各人の収入などから必要経
費・控除を差し引いた所得が
０円となる世帯に属する方は、
「低所得者Ⅰ」、それ以外の方
は「低所得者Ⅱ」

猿上記以外の１割負担の方の窓
口負担は、上限44,400円、食
事代は260円です。

70歳未満の方

65歳以上の長寿医療

該当者を除く

70歳以上の方

65歳以上の長寿医療

該当者を含む

国民健康保険
長寿医療保険
（後期高齢者医療保険）

加入の皆さんへ

も
し
も
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
…

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定
証
の
申
請
を
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◇
高
齢
社
会
対
策
の
仕
組
み
づ
く

り
と
し
て
、
本
町
で
安
心
生
活
創

造
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
▽
猛
ス

ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化
率
五
〇

㌫
を
超
え
る
自
治
体
が
珍
し
く
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
少
子
高

齢
社
会
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の

衰
退
、
社
会
保
障
制
度
の
限
界
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど

の
危
機
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
▽

い
よ
い
よ
私
た
ち
は
五
年
、
十
年

先
を
見
据
え
た
「
町
の
在
り
方
」
を

真
剣
に
考
え
る
時
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
に
子
ど
も
が
増
え
、
高
齢
者

が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

に
は
ど
う
し
た
よ
い
の
か
―
。
難

問
で
す
が
、
一
緒
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
横
山
）

◆講習期間／９月２日我～３月10日我
◆講習日時／上記の日曜日と水曜日の
18：00以降

◆会場／ケアハウスウエルフェア慈光
園（長井市）
◆内容／ホームヘルパーとして働くた
めに必要な知識と技術を学ぶ（2級
課程）
◆定員／20名
◆受講料／30,000円
（テキスト代別6,800円）
◆申込期間／７月15日我～８月10日俄
◆申込方法／下記まで申込書を提出
◆申込・問合せ先／特別養護老人ホー
ム慈光園（梅津）緯88―2711

　メンタルヘルス対策支援センターは、
従業員の心の健康対策への取り組み方
法がわからないという事業場の皆様を
支援します。
◆業務内容／メンタルヘルス不調の予
防から職場復帰までの対策全般につ
いて相談に応じます。また事業場を
訪問して専門家のアドバイスも行い
ます
◇具体例
焔心の健康づくり計画の作り方
焔職場復帰支援プログラムの作り方
焔メンタルヘルス相談体制づくり
焔従業員への教育・研修の方法
◆料金／無料
◆開設時間／13：00～17：00
◆問合せ先／メンタルヘルス対策支援
センター（山形産業保健推進セン
ター内）緯023―674―0770

Information お知らせInformation お知らせ

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住所

渡　邊　智　樹さん
金　田　由　衣さん

   中　（手  ノ  子    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  弥寿彦（智　子舟 山 佳 

け い

 真 く　ん
しん

松原

  尚　人（さくら遠 藤　　 錦 　く　ん
にしき

添川

  　純　（香陽子渡　部　 萌  百  香 ちゃん
も も か

萩生

  寿　孝（祥　子小　浦　 七 　
なな

 星 ちゃん
せ

萩生

  博　正（陽　子佐　藤　 史 　
ふみ

 陵 く　ん
たか

椿

  邦　彰（東　世菅　野　 一 　
かず

 陽 く　ん
あき

中

  　実　（智　美舟　山　 由 　
ゆう

 華 ちゃん
か

松原

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
58梅 津 良　雄さん萩生町萩生
68井 上 靜 子さん橋本高峰
86髙 橋　 篤　さん東向高峰
54宇津木 春 美さん町上萩生
75井 上 愛 子さん昭和添川
94長 岡 正三郎さん酒町中

６月分　　（　）内は対前月比

13転入2,406（    3）世帯数
22転出4,060（  -3）男人　

口
8出生4,308（  -4）女
6死亡8,368（  -7）計

人の動き

（６月届け出分）

ホームヘルパー養成研修
受講者募集

メンタルヘルス対策
支援センター

　真夏の雪祭りとして恒例になりまし
た白川ダムSNOWえっぐフェスティ
バルが開催されます。どうぞご家族で
遊びに来てください。
◆日時／７月25日臥 14：00～

26日蚊 ９：00～
◆場所／白川ダム湖岸公園
◆内容
焔25日／よさこいソーラン競演、大花

火大会
焔26日／雪上バレーボール大会、ダム

とふれあいの日
焔両日／雪と遊ぼうコーナー（おもし

ろ競技、雪上宝探しなど）
◆問合せ先／SNOWえっぐフェスティ
バル実行委員会（中津川地区公民館
内）緯77―2020

　テレビなどで活躍している料理人森
野熊八さんを講師に迎え、食育講演会
を開催します。
◆日時／７月18日臥 受付13：00～
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆講師／料理人・タレント森野熊八
◆演題／「もったいない」が食育の基本
◆入場料／無料
◆問合せ先／役場産業振興課農業振興
室緯72―2111内線260、262

白川ダムSNOWえっぐ
フェスティバル

食育について
考えてみませんか
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【募集内容】
◆応募資格／平成22年４月１日現在、
18歳以上27歳未満の男女
◆採用種目
焔防衛省学生コース…防衛大学、防衛
医科大学校、看護学生、航空学生
焔自衛官コース…一般曹候補生、２等
陸・海・空士

◆受付開始日／７月１日我
【採用説明会】
◆日時／７月19日蚊 13：00～15：00
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆問合せ先／自衛隊米沢地域事務所
緯0238―21―0011

　視覚障がい者の情報獲得のための点
訳図書・音訳図書の制作に携わるボラ
ンティアの養成を目的としています。
◆内容／点訳技術・音訳技術・音訳校
正技術・デジタル編集技術など

◆期日／９月１日峨～平成22年９月
まで（おおむね月２回）

◆講習会場／山形県点字図書館
◆募集人数／各10名程度
◆対象者／焔高校卒業程度の学力を有
し、読書に親しみを持つ方（学生を
除く）焔全期間の講習が可能で、修
了後、点字図書館で活動ができる方

◆受講料／無料
◆説明会
焔日時／７月28日峨13：00～15：00
焔場所／村山保健所（山形市）
◆問合せ期間／７月13日俄～24日画
◆問合せ先／山形県立点字図書館
緯023―631―5930

　置賜広域病院組合では、平成21年
度採用試験を下記のとおり行います。
◆募集職種と人員
①看護師…約40名
②助産師…若干名
③診療放射線技師…若干名
④臨床検査技師…若干名
⑤臨床工学技士…若干名
◆採用予定年月日／平成22年４月１日
◆受験資格
①、②／昭和45年４月２日以降に生ま
れた者で、それぞれの職種の資格を
有する者、または平成22年６月30日
までに当該免許を取得する見込みの
者（採用時40歳未満の方は受験でき
ます）

③～⑤／昭和50年４月２日以降に生ま
れた方で、それぞれの職種の資格を
有する者、または平成22年６月30日
までに当該免許を取得する見込みの
者（採用時35歳未満の方は受験でき
ます）

◆試験日
①、②／９月20日蚊・21日俄
③～⑤／９月20日蚊
◆試験場所／県立南陽高校
※９月21日のみ公立置賜総合病院

◆受付期間／７月15日我～８月14日画
◆試験案内の配布／役場総務企画課ま
たは置賜広域病院組合事務局総務課
※置賜広域病院組合ホームページか
らもダウンロードできます

◆申込・問合せ先／置賜広域病院組合
事務局総務課緯0238－46－5000
内線2125

　禁煙をしようと真剣に考えている方、
お気軽にご相談ください。
◆禁煙外来診察日時
月曜日・火曜日・金曜日　16：00～
◆通院回数
３カ月の間に合計５回の外来通院
◆その他
焔保険が適用されます
焔初回のみ約30分の治療となります
焔診察を希望する方は事前に電話で申
し込みください
◆申込・問合せ先／町国保診療所
察72―2300

　廃棄物のリサイクルの仕組みに関す
る学習や体験を通じて資源の再利用に
ついて学んでみませんか。
◆日時
①長井会場／
　７月30日牙 ９：00～16：00
②米沢会場／
　８月４日峨 ９：00～16：00
◆場所
①長井会場／置賜生涯学習プラザ
②米沢会場／
　万世コミュニテイセンター
◆内容／リサイクル施設の見学、廃油
を使ったろうそくづくりなど
◆参加費／無料
◆募集定員／50名
◆その他／昼食と幼児のための託児所
を準備します
◆申込方法／電話で下記まで申し込み
◆申込・問合せ先／置賜総合支庁保健
福祉環境部環境課（横沢、長澤）
緯0238―26―6034

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

見て！聞いて！
リサイクルのしくみ

飯豊町国保診療所で
禁煙外来が始まりました

防衛省学生・自衛官募集と
説明会のご案内

県立点字図書館
ボランティア養成講習会

置賜広域病院組合職員
採用試験のお知らせ
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　６月６日、どんでん平ゆり園が開園しま
した。開園セレモニーでは、後藤町長（社
長）が「町の観光面において大切な公園で
す。このゆり園を日本一心の通う感動のあ
る公園に育てていきます」とあいさつ。ま
た、開園のテープカットには、大河ドラマ
「天地人」の直江兼続公の生家樋口家の子
孫である樋口兼利さん（添川）が甲冑姿で
スペシャルゲストとして参加し、会場のお
客様から大きな拍手が送られていました。
　今年は安定した天候に恵まれ、150品種
50万本のユリは、色濃く鮮やかに開花し
ています。６月末日現在で、県内外から約
25,000人のお客様にゆり園を訪れていた
だいています。
　さらに、町民公園として町内から多くの
ボランティアの皆さんが除草や清掃などの
ご協力をいただいています。そのような善
意のおかげで、お客様を気持ちよく迎える
きれいな環境を作ることができています。
　どんでん平ゆり園は、７月20日までの開
園予定です。どうぞ、足をお運びください。

日本一心通う公園を目指して

01_多くのお客様でにぎわうゆり園。若

者同士での来園が年々増えてきている　

02_開園セレモニーにスペシャルゲスト

として参加してくださった樋口兼利さん。

甲冑姿が一段とりりしい　

03_親子で楽しめる公園。それも「日本

一心通う公園」の在り方の一つである

04_デートを楽しむカップル。広い園内

は恋人同士でゆっくり過ごすのにぴった

りのデートスポットだ

05_今年は安定した天気に恵まれ、花の

色が濃く鮮やか。白も一層まぶしい　

01

02

03 04
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友達６人とさくらんぼ狩りに山形県
に遊びに来まして、初めてゆり園に
立ち寄りました。とてもたくさんの
花が咲いていて感激しました。自然
がいっぱいで心が癒されます。旅行
者のことを思えば、もう少し開園時
間が長いとうれしいですね。

塚田裕美子さん

（埼玉県草加市）

友達18人と旅行で来ました。神奈
川県箱根町のゆり園に比べると少し
寂しい気がします。都会に住む者に
とっては、自然の豊かなところでは
雄大な景色を期待するものです。山
の斜面にもいっぱいのゆりが咲いて
いれば見ごたえがあると思います。

高吉英夫さん

（千葉県成田市）

お客様の声「ゆり園はいかがでしたか？」
visitor'svoice

長井市のあやめ公園を見て、それか
らゆり園に来ました。園内の道は広
くてベビーカーでも歩きやすかった
です。ゆりソフトを食べましたが、
ゆりの根の甘露煮がとても愛らしく、
おいしかったです。もう少し花が咲
き揃っていればうれしいです。

佐々木紀一さん、昭美さん夫妻

（米沢市）

05

　多くの町民の皆様から除草ボランティアなど
多大なご協力をいただいていますことを、この
場を借りて厚くお礼申し上げます。
　私たちスタッフは、お客様に気持ちよくそし
て楽しく過ごしていただけるように毎日努めて
います。そのためには、笑顔を絶やさず、お客
様としっかり目線を合わせ、「いらっしゃいま
せ」「ありがとうございました」はもちろんのこ
と、「今日は暑いので気をつけてくださいね」
「ゆりの花はいかがでしたか？」などもう一声
掛けることを心がけています。
　今年ゆり園は、専門家のアドバイスなどを取
り入れ、大幅に花のレイアウトを変えました。
「見て疲れない、心が安らぐ」配色に工夫を凝
らしています。また、沿道にはゆり以外にも青
色系の 花  卉 を植え、「癒しの公園」としての機能

か き

も高めました。
　どうぞ町民の皆さんもご家族・お友達をお誘
いのうえ、 憩 いの場としてご利用ください。ス

いこ

タッフ一同お待ちしております。

ゆり園スタッフより
「皆さんのお越しを
お待ちしています」

staff'svoice

大道寺崇さん
DaidoujiTakashi

孫田みさとさん
SontaMisato

Information

いいでどんでん平ゆり園

萩生3341番地　鼓78―5587
http://www.dondendaira.com
開園時間／９：00～17：00
 入場料 
大人／ 600円葛団体 540円
小中学生／200円葛団体 180円
幼児／無料
※団体15名以上
 開園期間 
７月20日まで（予定）

Present

切花プレゼントします

　開園期間の最終３日間
にあたる７月18日臥～
20日俄にご来園のお客
様にユリの切花をプレゼ
ントします。園内に咲い
ている花をお一人様３本
まで差し上げます。ただ
し、花の種類は選べませ
んのでご了承ください。
※通常通り入園料がかかり
ます。



c
o
n
tin
u
e
 in
 th
e
 fu
tu
re

Iid
e
 p
h
o
to
 c
o
n
te
st

松木芳枝さん（南陽市）
　葉山を背に田園に映る景色は心の癒しそのもの。体の癒し
を温泉でつかり、行き帰りシャッターチャンスを望みながら
自然多い飯豊の地歩くのが楽しみの日々です。
　今回賞をいただき大変うれしく、また励みになります。あ
りがとうございます。

撮影者

この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

写真家 佐藤秀明先生の講評
　写真から飯豊への愛が感じられます。驚きとか、新発見と
いった刺激的な言葉が浮かんでこない地味な写真ですが、な
ぜかホッとさせられます。それが愛なのでしょう。

飯豊の春景

（撮影場所／椿地内）

【特別賞作品】

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。
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